ルワンダ月報（２０２６年１月）

※以下は、ルワンダに関する主要報道の取りまとめ。

1． 政治・外交
今月のカガメ大統領の主要な動きは以下のとおり。
●４日、パリにてナイジェリアのティヌブ大統領と懇談。
●１３日、ニードラー米大使による離任表敬。
●１４日、カタールのアル・ハジリ大使及び日本の仲條大使による信任状捧呈。
●１７日、ギニアのドゥンブヤ大統領の就任式出席。
●１８日、モロッコで行われたアフリカネイションズカップ（CAN）のモロッコ対セネガルの決勝戦観戦。
●２６日、グローバル保健公平大学（UGHE）学長ジム・ヨン・キム博士などと夕食会。
●２７日、韓国の延世大学校の尹東洙（ユン・ドンスプ）学長等による表敬。
●３０日、トーゴのニャシンベ閣僚評議会議長及びＡＵが任命した調停者パネル（アフリカの元国家元首等）と会談し、コンゴ（民）東部の安全保障と大湖地域における平和のための調停努力の連携強化について協議。

外交に関し、
●１１日、ンドゥフンギレヘ外務大臣がオマーンを公式訪問し、外相等と会談。オマーン政府との間で航空／運輸・物流、ブゲセラ新国際空港への開発投資及びデジタル分野の協力強化に関する４つの賞書に署名。
●１２日、ルワンダ外務省は、元外相のルイーズ・ムシキワボ氏のフランコフォニー国際機構（OIF）事務総長3期目を支持することを発表。
●１４日、ルワンダ国防軍（RDF）は、2025年にハリケーン・メリッサによって破壊されたインフラの復旧を支援するため、ジャマイカに軍の技術者部隊を派遣。
●１９日、スイスのダボスで開催された世界経済フォーラム（WEF）にルワンダ政府から、ンドゥフンギレ外務大臣、インガビレICT・イノベーション大臣及び、アフリカルワンダ開発庁（RDB）CEOを団長とする代表団が参加。インガビレ大臣は、ビル・ゲイツ氏およびエイズ・結核・マラリア対策世界基金のピーター・サンズ事務局長とともに、「万人のための医療の分岐点」をテーマとするパネルディスカッションに参加。
●２１日、ジュネーブの人権理事会で、ルワンダに関する第4回普遍的定期審査（UPR）が行われ、ルワンダ政府からはウギラシェブジャ司法大臣及び検事総長等が出席。
●１８日～２２日、ルワンダ国防省及び国防軍の代表団は、モロッコを訪問し、モロッコ軍の防衛協力のためルワンダとモロッコの合同軍事協力委員会（JMCC）初会合に参加。
●２６日、米国の連邦議会スタッフの一行がンドゥフンギレヘ外務大臣を表敬訪問し、協力関係強化のため意見交換。
●２７日、ンドゥフンギレヘ外務大臣は、キガリ虐殺記念館で行われたホロコースト犠牲者追悼国際デーの式典に参加。
●２７日、ルワンダ政府は、英国とルワンダ間の「移民・経済開発パートナーシップ」の終了に関し、2025年11月24日に常設仲裁裁判所に仲裁を申し立てたことを発表。

内政に関し、
●２４日、閣議にてガサナRDF准将を大統領専属パイロット兼国防大臣・国防参謀総長補佐官（航空部隊担当）に任命。
●２９日、閣議にてニルブタマRDF准将を大統領府副上級防衛・安全保障顧問に、ウィゼイェ氏を国家情報保安局（NISS）副長官にそれぞれ任命。

コンゴ(民)東部問題に関し、
●１７日、ンドゥフンギレヘ外務大臣はロメ（トーゴ）で開催された「コンゴ(民)及び太湖地域におけるアフリカ主導の和平プロセスの一貫性強化と統合に関するハイレベル会合」に出席。
●２２日、在米ルワンダ大使館は、同大使が米国下院外交委員会に提出したステートメントを公表。「透明性に基づく信頼を築くため」として、ルワンダがコンゴ(民)の反政府勢力「AFC/M23」と安全保障上の連携を行っていることに言及。

2． 経済
●レザー・アンド・モア社のヘシャム・ガザール最高経営責任者含むエジプトの投資家がルワンダに皮革製造・加工工場を設立することを計画。
●オマーン航空が、本年６月からキガリへの直行便を就航することを発表。
